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身
体
障
害
者
等
（
身
体
障
害
者
・

戦
傷
病
者
・
知
的
障
害
者
及
び
精
神

障
害
者
）
の
方
が
日
常
の
生
活
手
段

と
し
て
使
用
し
て
い
る
軽
自
動
車

は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

※
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

【
減
免
要
件
】

　

自
動
車
税
の
減
免
要
件
を
満
た

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
方

①
身
体
障
害
者
及
び
戦
傷
病
者
が
所

有
・
取
得
す
る
車
で
障
害
者
本
人
が

運
転
す
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
害
者
等
が
所
有
・
取
得
す

る
車
（
年
齢
18
歳
未
満
の
身
体
障
害

者
等
の
場
合
は
、
そ
の
本
人
と
生
計

を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
車
）で
、

障
害
者
の
通
学
、
通
院
、
通
所
、
ま

た
は
生
業
の
た
め
に
障
害
者
と
生
計

を
一
つ
に
す
る
者
が
運
転
す
る
軽
自

動
車

③
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
方
が
所
有
・
取
得
す
る
車

で
、
通
学
、
通
院
、
通
所
、
生
業
の

た
め
に
、
身
体
障
害
者
等
を
常
時
介

護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か

②
印
鑑
（
認
印
で
可
）

③
運
転
免
許
証
（
家
族
や
介
護
者
が

運
転
す
る
場
合
は
減
免
資
格
証
明
書
）

④
車
検
証
（
所
有
者
確
認
の
た
め
）

⑤
納
税
通
知
書

※
納
税
通
知
書
は
４
月
上
旬
に
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。

【
申
請
期
限
】
４
月
23
日
㈭
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
平
成
21
年
度
分

は
減
免
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
】

町
税
務
課
住
民
税
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
４

※
申
請
手
続
き
は
三
珠
支
所
・
六
郷

支
所
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

で
も
行
え
ま
す
が
、
減
免
資
格
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
事
前
に
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

町
で
は
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会

活
動
促
進
と
障
害
者
等
の
介
護
者
へ

の
支
援
事
業
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の

初
乗
り
料
金
が
免
除
に
な
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
受
付
を
し
ま
す
の

で
、
交
付
を
希
望
さ
れ
る
対
象
者
は

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
減
免
ま
た
は
、
自
動
車
燃

料
費
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
対 

象 

者
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
所
持
者

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

所
持
者

④
介
護
慰
労
金
受
給
者
に
介
護
さ
れ

て
い
る
方
で
、
所
得
税
が
非
課
税
世

帯
の
方

⑤
88
歳
以
上
の
方

⑥
そ
の
他
町
長
が
特
に
認
め
る
方

（
担
当
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
）

【
交
付
枚
数
】
年
間
24
枚

【
受
付
期
間
】
４
月
１
日
（
水
）
〜

４
月
17
日
（
金
）

※
受
付
は
年
間
を
と
お
し
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
に
申
請
さ
れ

な
い
場
合
は
、
交
付
枚
数
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

【
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】
町
福

祉
支
援
課
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
６
、
ま
た
は
各
支
所
窓
口

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

平
成
21
年
度
身
体
障
害
者
等
の
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

PickUp
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　絵本といえども、「力・勇気・希望・愛」など 12 の言葉それぞれに添えられて
いる文章が、一つ一つ心にしみこみ、やさしく語りかけてくれる一冊である。そし
て、どんな困難なときも、生まれながら「12 の贈り物」が与えられていることを忘
れないでと。（三珠在住・50 代・女性）

『12の贈り物』
（シャーリーン・コスタンゾ・ポプラ社）わ

た
し
の
一
冊

【本館】☎ 055-272-8888 　午前９時〜午後５時（毎週木曜日は午後７時まで）
【三珠分館】☎ 055-272-1204　午前９時〜午後５時 
【六郷分館】☎ 0556-32-2002 　［平日］正午〜午後７時［土・日］午前９時〜午後５時
■休館日：全館とも毎週月曜日・祝日・年末年始　※本館のみ月の最後の平日

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　４/23 ㈭ 午前 11 時〜 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分〜 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　４/28 ㈫午前11 時 15 分〜 11 時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　４/21 ㈫ 午後３時〜３時 30 分

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新刊図書

『山梨県の不思議事典』
（萩原三雄編・新人物往来社）

　春がやってきました。にわやみちには春のおとずれをつ
げる草花がいっぱい。なのはなも春を知らせてくれるはな
ですね。この絵本は、なのはなのおもしろさやふしぎさを、
小さい子どもでもわかるように描かれたたのしい絵本です。
親子で楽しんで下さい。　　

『なのはなみつけた』
（ごんもりなつこ・福音館書店）

　山梨は自然と歴史に恵まれたところ。その多様な自然と
歴史、風土から生まれた様々な「不思議」に着目し、項目
別にわかりやすく解説している。「なぜ甲斐国と呼ばれたか」

「富士川流域ではんこの生産が盛んなのはなぜ？」…など
150 以上もの不思議を網羅。山梨を知る楽しい一冊。

■一般向け

■児童向け

『さくら展』 ４月 28 日㈫まで 　出品者：北條楽
らくし

只
　山梨県内のさくらを日本
画で表現しました。小淵沢
の「神田の大絲桜」、本町
福寿院の「枝垂れ桜」、新
素 材 に よ る「 桜 と 女 性 」、
韮崎の「王仁塚の桜」など
４点展示します。

展示コーナー（本館）

▲子育て絵本講座（３/12）本館では講師に加賀美文子さんを
迎え、子育て中のお母さんを対象に絵本講座を開催しました。
加賀美さんは絵本の紹介のほか「絵本一冊一冊をしみこむよう
に読んであげてほしい」と説きました。また、ご自身のおばあ
さんから読んでもらった絵本体験を披露すると、参加者の中に
は感動して目頭をおさえている姿も見られました。 

■４/23日～５/10は「こどもの読書週間」 
　子どもたちにもっと本を！という願いから、
1959 年から始まった「こどもの読書週間」。
　小さい頃から本を読むことを体験し、その楽し
さを知ることは子どもが成長するために大切なこ
とです。大人が子どもに本を薦める週間でもあり
ます。 

■４月 23 日は「子ども読書の日」 
　2001 年に「子ども読書活動推進法」が公布・
施行され、毎年４月 23 日は「子ども読書の日」
と制定されました。 
　本館では読書期間中、子どもたちに出会ってほ
しい絵本や物語を展示します。この機会に子ども
さんと一緒に絵本や物語に出会って下さい。 
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

不
法
請
求
に
ご
注
意
！

　

最
近
、
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対

応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど
を
口

実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
身
に
お
ぼ
え
の
な
い
工

事
や
代
金
請
求
に
は
ご
注
意
下

さ
い
。

　

疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘
を
受

け
た
場
合
や
身
に
覚
え
の
な
い

工
事
代
金
の
請
求
を
受
け
た
場

合
に
は
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
総

務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

又
は
お
近
く
の
警
察
署
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
役
場
企
画
課

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

総務省山梨県
テレビ受信者支援センター
【愛称：デジサポ山梨】

　テレビ受信者支援センター
では、テレビ受信者の皆さま
に円滑に地上デジタル放送に
移行していただくよう、デジ
タル化に関する相談対応や受
信実態の調査、さまざまなア
ドバイス提供など、地域実情
に応じた「受信者サポート」
を行います。

地
デ
ジ
っ
て
な
に
？

地
区
や
戸
別
に
出
張

説
明
い
た
し
ま
す

　

２
０
１
１
年
7
月
24
日
ま
で
に
地

上
テ
レ
ビ
放
送
は
完
全
に
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
し
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
終
了
し
ま
す
。「
地
デ
ジ
っ
て
な

に
？
」「
ど
う
す
れ
ば
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
？
」「
ど
う
し
て
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
終
わ
る
の
？
」
こ
の
よ
う

な
疑
問
に
対
し
て
、
総
務
省
山
梨
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

地
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
集
会
に
説

明
員
を
派
遣
し
、
地
デ
ジ
に
関
す
る

説
明
、
疑
問
点
、
受
信
方
法
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
出
張
説
明
会
は

区
・
組
、
各
種
団
体
等
を
対
象
に
行

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者

等
の
世
帯
に
は
戸
別
訪
問
し
同
様
の

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

　

説
明
を
希
望
す
る
方
は
次
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
総

務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
（
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
５
７
０

（
07
）
０
１
０
１

【
受
付
時
間
】
平
日
▽
午
前
９
時
〜

午
後
９
時　

土
日
祝
日
▽
午
前
９
時

〜
午
後
６
時　

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

２月出分

（敬称略）



　

昨
年
４
月
、
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
丹
澤
憲
子
さ
ん

に
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
の
活
動
を
続
け
て
き
た
感
想
を

綴
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
活
動

の
中
で
私
が
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の

は
『
ぴ
ゅ
あ
峡
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
へ
の
参
加
で
あ
る
。
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ぴ
ゅ
あ
峡
南
を

拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
峡
南
地
域
25

団
体
の
参
加
に
よ
る
祭
典
と
し
て
企

画
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
「
自
分
達
が
楽
し
み
な
が
ら
、
勉

強
し
な
が
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
成

功
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
、
委
員

長
の
言
葉
に
、
参
加
し
て
学
ん
で
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
。
開

催
に
向
け
て
テ
ー
マ
の
検
討
、
役
割

分
担
、
各
担
当
の
状
況
を
確
認
し
協

議
し
て
い
く
な
か
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
地
域
に
お
い
て

男
女
共
生
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
企
業
、
団
体
か

ら
、
内
容
の
濃
い
、
地
域
活
動
の
一

歩
と
な
る
よ
う
な
、
参
考
に
な
る
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

催
し
物
で
は
、
お
祭
り
広
場
、
体

験
広
場
、
会
食
会
場
と
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
情
報
交
換
の
場
と
し
て
機
能
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

講
演
会
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

テ
ー
マ
『
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
調

和
の
と
れ
た
仕
事
と
生
活
』
に
沿
っ

た
内
容
で
、
た
め
に
な
る
話
を
楽
し

く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

閉
会
式
で
は
全
員
で
『
歌
お
う
命

の
歌
』
を
歌
い
な
が
ら
、
実
行
委
員

長
が
委
員
、
館
長
、
一
般
の
参
加
者

な
ど
に
テ
ー
プ
を
行
き
渡
ら
せ
、
参

加
者
全
員
が
テ
ー
プ
で
つ
な
が
っ

た
。
会
場
が
１
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で

も
あ
り
と
て
も
感
動
的
だ
っ
た
。

　

生
活
を
取
り
巻
く
仕
事
、
家
事
、

子
育
て
、地
域
社
会
、趣
味
な
ど
様
々

な
上
で
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
も

大
切
で
あ
る
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
通
じ
て
私
は
そ
う
感
じ
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
々
の
中
で
感
動
し

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
感
動

が
、
も
う
一
歩
踏
み
出
し
た
自
分
へ

と
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
そ
の
成
長
が
輝
け

る
自
分
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
委
員
の
一
人
と
し

て
、
こ
の
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
出
会
い
を
経
験
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員　

丹
澤
憲
子

14

No.04211

▲閉会式では参加者全員がひとつになっ
た（ぴゅあ峡南フェスティバルの様子）
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
団
地
】
▼
市
川
三
郷
町
営
住
宅
落

居
団
地
［
落
居
６
６
３
７
ー
１
番
地
］（
昭

和
55
年
築
・
56
年
築
）
▼
市
川
三
郷
町
営

住
宅
宮
原
団
地
［
宮
原
６
０
６
番
地
］（
昭

和
54
年
築
）

【
募
集
戸
数
】落
居
団
地
▽
３
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

宮
原
団
地
▽
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

【
構
造
】
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

【
家
賃
】
各
団
地
の
立
地
条
件
及
び
前
年

の
収
入
金
額
に
よ
り
決
定

【
敷
金
】
入
居
時
に
お
け
る
家
賃
の
３
カ

月
分

【
募
集
期
間
】
４
月
16
日
㈭
ま
で
（
土
日

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）

※
そ
れ
以
降
、
同
物
件
に
空
き
が
あ
る
場

合
は
随
時
募
集
を
行
い
ま
す

※
入
居
資
格
等
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
い
こ
と
は
町
建
設
課
町
営
住
宅
係
☎

０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
０
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。　

　

県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
】
４
月
24
日
㈮

【
時
間
・
内
容
】
▼
第
１
部
・
午
前
10
時

～
正
午
▽
市
町
村
推
進
委
員
の
実
践
例
発

表
「
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
～
わ
が
ま
ち
の

男
女
共
同
参
画
」
発
表
者
・
市
川
三
郷
町
、

西
桂
町
、
笛
吹
市
、
ほ
か

▼
第
２
部
・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
公
演
「
男
女
共
同
参
画
～
行
政
・
推
進

リ
ー
ダ
ー
・
推
進
委
員
等
に
期
待
さ
れ
る

も
の
」
講
師
・
山
内
幸
雄
氏
（
山
梨
学
院

大
学
法
学
部
教
授
）

【
場
所
】
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

【
対
象
】
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
、

市
町
村
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
、
市
町
村

男
女
共
同
参
画
担
当
職
員
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
及
び
団
体

【
定
員
】
100
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
山
梨
県
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総

合
）
☎
０
５
５
（
２
３
５
）
４
１
７
１　

　

人
事
院
で
は
次
の
と
お
り
「
平
成
21
年

度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
」

を
行
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
税
務
署
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
受
験
資
格
】
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

【
申
込
書
交
付
期
間
】
５
月
11
日
㈪
～
６

月
30
日
㈫
（
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
）

【
申
込
書
受
付
期
間
】
６
月
23
日
㈫
～
６

月
30
日
㈫
（
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
）

【
試
験
日
】
１
次
試
験
９
月
６
日
㈰
・
２

次
試
験
10
月
15
日
㈭
～
10
月
22
日
㈭
の
う

ち
指
定
さ
れ
た
日

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務
署
総
務
課
☎

０
５
５
６
（
22
）
３
１
９
１
内
線
12

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
基
準
法
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
労
働
条
件
が
確
保
さ

れ
、
そ
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準

関
係
法
令
に
基
づ
い
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

事
業
場
に
立
入
り
、
事
業
主
に
法
に
定
め

る
基
準
を
遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働

条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る

国
家
公
務
員（
厚
生
労
働
省
の
専
門
職
員
）

で
す
。
労
働
基
準
監
督
官
は
、
毎
年
、
人

事
院
・
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
採
用
試

験
の
合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
１
日
㈬
～
４
月

14
日
㈫

【
試
験
日
】
１
次
試
験
６
月
14
日
㈰
・
２

次
試
験
７
月
22
日
㈬
～
23
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
Ｈ
Ｐ
、
厚
生
労

働
省
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
山
梨
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課
☎
０
５
５
（
２
２
５
）

２
８
５
３
へ

　　

山
梨
県
警
察
で
は
公
共
の
安
全
と
秩
序

の
維
持
の
任
務
に
従
事
す
る
、
警
察
官
の

採
用
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】
▼
警
察
官
Ａ
（
平
成

22
年
４
月
採
用
分
１
回
目
）
男
性
58
名
程

度
・
女
性
４
名
程
度

※
警
察
官
Ｂ
の
採
用
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
▼
４
月
24
日
㈮
ま
で
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
４
月
17
日
㈮
ま
で
）

【
１
次
試
験
日
程
】
５
月
10
日
㈰

【
合
格
発
表
】
７
月
24
日
㈮

※
原
則
と
し
て
平
成
22
年
４
月
採
用
で
す

が
、
既
卒
者
で
勤
務
可
能
な
方
は
平
成
21

年
10
月
に
採
用
さ
れ
る
場
合
あ
り
。

※
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
試
験

案
内
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

※
試
験
職
種
に
よ
り
試
験
資
格
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
試
験
案
内
で
確
認

し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
山
梨
県

警
察
鰍
沢
警
察
署
☎
０
５
５
６
（
22
）

０
１
１
０
・
山
梨
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/
police

　

松
の
緑
摘
み
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
29
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
雨
天
延
期
６
月
１
日
㈪
）

【
講
師
】
小
林
豊
蔵
氏
（
㈱
雲
松
園
会
長
・

現
代
の
名
工
）

【
場
所
】
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー（
甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０
ー
２
）

【
受
講
料
】
２
１
０
０
円

【
定
員
】
40
名
（
最
小
実
施
人
員
10
名
）

【
申
し
込
み
締
切
】
５
月
19
日
㈫

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
中

小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
県
職

業
能
力
開
発
協
会
・
山
梨
県
技
能
士
会
連

合
会
☎
０
５
５
（
２
４
３
）
４
９
１
６
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労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験山梨

労
働
局

松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験鰍沢

税
務
署

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
建
設
課
町
営
住
宅
係

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

山
梨
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験

山
梨
県
警
察
本
部



　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を

対
象
に『
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座（
２

級
課
程
）』
を
開
催
し
ま
す
。
就
学
以
下

の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
無
料
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

受
講
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

お
よ
び
寡
婦

【
開
催
日
】
６
月
～
10
月
の
原
則
と
し
て

毎
週
土
曜
日
（
お
お
む
ね
21
日
間
）

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

【
場
所
】
講
義
・
実
技
▼
県
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー 

３
Ｆ 

会
議
室（
甲
府
市
朝
日
４
ー

５
ー
21
） 

実
習
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設

【
留
意
事
項
】
▼
実
習
は
土
曜
日
に
行
え

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
時
間
帯
も
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
▼
途
中
で
欠
席
、
ま

た
は
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
は
決
し
て
し
な

い
で
下
さ
い
。　

【
参
加
費
】
７
０
０
０
円

【
定
員
】30
名（
定
員
以
上
の
場
合
は
抽
選
）

【
応
募
方
法
】
申
請
書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
５
月
７
日
㈭

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】
町
い
き
い
き
健

康
課
子
育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）

２
１
１
４
ま
た
は
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
５
２
）

７
０
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
５
３
）

７
０
４
６　

Ｈ
Ｐhttp://w

w
w

16.ocn.
ne.jp/˜bokaren/

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を

対
象
に
『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』
を
開
催
し
ま

す
。
就
学
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

す
る
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦

【
開
催
日
・
内
容
】
▼
第
1
回
（
基
礎
編
）

5
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
▽
パ
ソ
コ
ン
の
動

か
し
方
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
。

仕
事
で
役
立
つ
基
礎
操
作
、
他
▼
第
2
回

（
応
用
編
）
5
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
▽
仕

事
で
活
か
す
パ
ソ
コ
ン
操
作
方
法
、
他

※
基
礎
編
と
応
用
編
の
両
方
を
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
4
時

【
場
所
】
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
Ｆ 

会

議
室
（
甲
府
市
朝
日
４
ー
５
ー
21
）　

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】10
名（
定
員
以
上
の
場
合
は
抽
選
）

【
応
募
方
法
】
申
請
書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】
４
月
30
日
㈭

【
決
定
通
知
】
5
月
上
旬
に
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
よ
り
本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】
町
い
き
い
き
健

康
課
子
育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）

２
１
１
４
ま
た
は
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
５
２
）

７
０
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
５
３
）

７
０
４
６　

Ｈ
Ｐhttp://w

w
w

16.ocn.
ne.jp/˜bokaren/
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パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補
募
集

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

第
４
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

【
と
き
・
場
所
】
５
月
17
日
㈰
・

富
士
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
参
加
料
】
９
０
０
０
円（
含
消

費
税・セ
ル
フ
プ
レ
ー
代
・
昼
食
）

【
募
集
人
数
】
100
人
ま
た
は
25
組

【
集
合
時
間
】
ス
タ
ー
ト
30
分
前

（
ス
タ
ー
ト
時
間
な
ど
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
郵
送
し
ま
す
）

【
競
技
方
法
】
▼
18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
イ

▼
新
ペ
リ
ア

方
式（
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
ハ
ン

デ
ィ
上
位
・
年
齢
上
位
）
▼
オ
ー
ル

6
イ
ン
チ
プ
レ
ー
ス
▼
男
性
：
白
マ

ー
ク　

女
性
：
赤
マ
ー
ク
▼
競
技
ル

ー
ル
は
原
則
と
し
て
２
０
０
９
年
Ｊ

Ｇ
Ａ
規
則
に
よ
る
▼
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
は
36
を
も
っ
て
打
ち
切
る　

▼

表
彰
：
男
性
の
部
、
女
性
の
部
、
グ

ロ
ス
の
部
、
新
ペ
リ
ア
の
部
、
そ
れ

ぞ
れ
１
位
～
５
位
ま
で
表
彰

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
各
支

部
役
員
及
び
町
体
協
事
務
局（
教
育

委
員
会
内
）☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
４
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５

（
２
７
２
）
３
８
１
３
に
て
受
付

※
申
し
込
み
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【
申
込
締
切
】
５
月
７
日
㈭
ま
で

※
各
地
区
で
も
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
▼
三
珠
９
月
▼
市
川
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月
▼
六
郷
４
月
を
予
定
（
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

県体育祭りの予選も兼ねています
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